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東日本旅客鉄道 

労働組合 

盛岡地方本部 

 北上新幹線保線技術センターにおいて、事前通知書前のコミュニケーションや、組合員・社員

の生活設計・キャリアプランを把握することなく事前通知書を渡している現実が明らかになりま

した。このような納得感が全くない人事異動は東労組として当然納得することはできません。 

 2020 年 4 月１日からスタートしたジ

ョブローテーション施策について、私た

ち JR 東労組はさまざまな場でこれまで

議論してきました。2020 年申５号では、

「納得感を得られるように異動の目的を

理解して異動してもらうようにやってい

く」「日々のコミュニケーションによって

把握していく事は変わらない」こと、

2020 年申 10 号では「異動というのは

事前通知書を渡すことで正式な通知とな

るが、いきなり渡すことは会社としても

社員のことを考えれば丁寧ではない」「具

体的な話は事前通知を出す前にコミュニ

ケーションを取る中で話をしていく」等

を確認してきています。 

 これに加えて、盛岡地本内の他の工務

職場においても、「事前通知書を出す前の

意識付けが、事前通知を渡す前日に行わ

れている」ことも明らかになっています。

これらの事象はこの間の労使議論を形骸

化するだけではなく、社員のやりがいや

モチベーション低下、離職者を多く発生

させることに繋がりかねません。 


